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東邦大学医療センター佐倉病院　消化器外科

准教授　土屋 勝

　2023年4月に大森病院から佐倉病院に移籍し消化器外科、肝
胆膵外科医として赴任致しました。『肝胆膵外科』というのは
肝臓、胆道、膵臓、脾臓に発生する病気に対して手術や抗癌剤
治療などを行う外科のことです。
　肝臓の対象疾患は肝臓癌や転移性肝癌などの悪性腫瘍や、肝
血管腫、肝嚢胞などの良性腫瘍です。消化器癌を診療する上で
肝転移に対する治療は欠かせません。肝臓癌や肝転移の多くは
再発する事が多い疾患です。しかし再発部位やその数によって
は繰り返し肝切除する事で生存期間が延長できる場合がありま
すので根気強く治療を行うことが重要になります。これまで切
除可能な肝腫瘍も不本意ながら他院に依頼していたことがあり
ましたが、これからは佐倉病院で治療していきたいと考えてい
ます。
　胆道疾患は悪性の胆嚢癌、胆管癌などや良性の胆石症、総胆
管結石などです。なかでも急性胆嚢炎に対しては、抗生剤や胆
嚢ドレナージなどを行い炎症が落ち着いた後に手術を行うこと
があります。このような待機手術では組織が瘢痕化し手術が難
しくなることが多いため、可能な限り胆嚢炎の発症早期に手術
を行いたいと思います。急性期胆嚢炎の手術中には腹腔内の解
剖が把握しにくく胆道損傷の合併症が懸念されますが、当院で
は胆道損傷を未然に防ぐためにICGを用いた胆道造影を行い安全
な手術を心掛けております（図１）。
　膵臓疾患は膵臓癌の他にも粘液性嚢胞腫瘍（IPMN、MCN）
や膵神経内分泌腫瘍（PNEN：インスリノーマや非機能性
PNEN）といった低悪性度の腫瘍など多岐にわたります。膵体
尾部癌やこれらの低悪性度膵腫瘍に対しては、膵体尾部切除の
ほか、腫瘍核出術や脾動静脈温存膵体尾部切除といった腹腔鏡
下手術が適応になる事があります（図２）。当院ではまだその
適応症例が少ないですが、今後は肝腫瘍に対する腹腔鏡下肝切
除（図３）を含め、低侵襲手術を増やして、安全を担保した確
実な手術を患者さんに提供したいと思います。
　一方で肝胆膵領域の病気は黄疸や背部痛などの進行した症状
で発見される事が多く、診断された時点で遠隔転移や周囲臓
器、血管への浸潤により手術不可能と判断されることも少なく
ありません。特に膵臓癌は早期発見が難しく診断された段階で
手術可能な症例は約30%前後と言われており、診断後は可及的
速やかに治療ができるような体制を整えられるよう消化器内科
と密にカンファレンスを行い対応していきたいと思います。
　肝胆膵外科手術についてご相談があれば遠慮なくご連絡くだ
さい。

『 肝臓癌、膵臓癌などの悪性疾患や
　 　胆石・胆嚢炎などの肝胆膵疾患を治療します。 』

図２　腹腔鏡下膵体尾部切除術

図３　腹腔鏡下肝部分切除術

図１　ICG蛍光胆道造影
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はじめに
　視覚は五感から受け取る情報のうち８割以上を占めるため、
目の働きを維持することは大変重要です。東邦大学医療セン
ター佐倉病院眼科では、1991年に竹内 忍先生が初代教授とし
て開設されてから現在まで、失明を脅かす増殖糖尿病網膜症や
網膜剥離などの難治性網膜硝子体診療・手術を専門にしていま
す。現在は伝統の診療・手術技術に最新の手術・検査機器を導
入することで、最適の治療タイミングでエビデンスに基づいた
診療を心掛けております。

診療実績
　2022年度の主な手術件数は、
　白内障手術 1,577件
　網膜硝子体手術 752件
　緑内障手術 133件
　斜視手術 40件
　その他を含めて総数は3,158件でした。

診療体制
　常勤医師 16 名（准教授１名、講師１名、助教３名、助教【任期】
２名、院内助教８名、准修練医１名）、非常勤医師 10 名（客員
講師５名、非常勤講師１名、非常勤医師４名）、視能訓練士 11
名で診療・教育・研究を行っています。網膜剥離等緊急性の高い
疾患に対しては可能な限り迅速に治療ができる体制を整えてお
ります。また、加齢黄斑変性に対する抗 VEGF 療法（2022 年
度は 3,858 件）や光線力学的療法も積極的に施行しております。
最近は涙道内視鏡を用いた涙道疾患の治療や、眼瞼下垂等の眼瞼

（まぶた）の治療にも力を入れております。

研究体制
　大学病院の使命として、診療以外に研究活動も精力的に行っ
ております。当科の特徴として、眼血流を非侵襲的に測定する
ことで、網膜疾患の病態解明と治療効果の判定をしています。
現在、網膜静脈分枝閉塞症に対する手術成績と血流動態の関連
性の臨床研究、網膜剥離の術後視機能に関する臨床研究、網膜
硝子体疾患におけるフリーラジカル測定と解析、網膜静脈閉塞
症における脈絡膜厚と脈絡膜循環に関する研究等を行っており
ます。研究で得られたデータをもとに日常診療にフィードバッ
クして眼科疾患の治療に役立てられるように臨床研究をメイン
に日夜努力を続けております。

おわりに
　眼科の患者様は比較的高齢の方が多く、治療にあたっても的
確な全身状態の把握と低侵襲な治療が求められます。また、自
立した生活を長く続けるためには、目の健康維持が不可欠で
す。世界一の長寿国である日本において、眼科の需要はますま
す高まっています。最新の医療機器を活用して、それぞれの患
者様に最適な診療を提供するようこれからも精進努力を続けて
参る所存です。

東邦大学医療センター佐倉病院　眼科

准教授　八木 文彦
『 地域中核病院として幅広い眼疾患へ対応。
　  急性期大学病院として専門性の高い最先端の

眼科診療を行っています。』
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図１ 最先端の27ゲージシステムによる硝子体手術
眼外の様子

図２ 27ゲージシステムによる黄斑円孔に対する硝子体手術
眼内の様子


